
ツ

明
一
四
十
八
噸
こ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
、
四
十
八
願
を
願
名

と
経
文
と
に
亘
っ
て
概
説
し
、
異
訳
そ
し
て
他
経
を
引
き
、
又
義
寂

等
の
釈
莪
の
四
十
八
願
を
悉
く
引
き
、
そ
れ
に
私
釈
を
加
え
て
、
一

つ
の
四
十
八
願
釈
を
櫛
成
し
て
い
る
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

又
、
慈
慧
大
僧
正
伝
に
、
臨
終
相
と
し
て
、

シ
テ
ニ
シ
テ
テ
ク
ノ
ス
ル
ハ
ク
ケ
ヲ
才
テ
チ

和
尚
合
掌
西
而
鞭
日
。
我
所
し
修
普
根
悉
資
二
菩
提
一
。
兼
分
二
蕪

ソ

シ

ー
ー

ハ
ズ
セ
ン

修
一
廻
二
向
一
切
衆
生
一
。
命
終
之
終
駁
必
往
二
生
極
楽
世
界
一
実
。

ニ
ジ
ヲ
二
ジ
タ

ヒ
ス
ニ
テ
ス

ロ
念
一
弥
陀
一
。
心
観
一
実
相
一
。
機
縁
云
尽
。
遂
以
入
滅
卿

と
、
あ
る
ご
と
く
、
西
方
願
生
に
存
し
、
そ
の
行
実
に
於
て
、
天
台

教
学
の
実
践
は
弥
陀
念
仏
に
存
し
、
そ
れ
は
観
念
念
仏
に
走
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
密
教
と
密
着
し
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
天
台
が
、
本
来

の
観
念
中
心
に
立
ち
戻
り
、
天
台
円
宗
の
成
仏
法
の
完
成
の
第
一
歩

を
踏
み
だ
し
た
の
が
良
源
で
あ
り
、
又
密
教
の
立
場
に
つ
い
て
、

「
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
」
に
、

又
云
、
真
言
勝
、
天
台
劣
云
云
。
努
不
し
可
レ
爾
也
。
常
同
別

故
。
真
言
天
台
或
一
或
二
也
。
伝
教
、
慈
覚
両
大
師
乃
至
古
徳
釈

中
其
義
明
鏡
也
。
職
有
二
円
家
真
人
一
可
し
不
し
僧
レ
之
耶
側

と
、
あ
る
ご
と
く
、
従
来
の
顕
劣
密
勝
の
態
度
か
ら
、
伝
教
に
復
古

せ
ん
と
す
る
努
力
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
Ｌ
に
は
、
本
覚
思
想
の

発
芽
、
天
台
円
教
の
立
場
が
み
ら
れ
、
密
教
偏
重
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。こ

れ
ら
の
思
想
の
発
展
は
懸
心
に
よ
っ
て
継
が
れ
て
お
り
、
聖
人

が
四
条
金
吾
殿
御
返
事
に
述
べ
ら
れ
た
ご
と
く
、
慧
心
は
良
源
よ
り

観
を
学
ぶ
と
し
、
良
源
の
教
学
は
、
怨
心
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
と

み
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
愁
心
を
持
っ
て
そ
の
中
に
艮
源
を
含
み
破

折
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

註

艸
叡
山
天
海
蔵
（
叙
山
文
庫
）
所
収
頁
三
九

側
群
第
五
輯
巻
六
九
、
頁
五
六
○

帥
仏
全
二
四
、
頁
三
四
六

道
命
を
持
経
者
と
規
定
し
た
記
録
は
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』

持
経
者
道
命
を
め
ぐ
っ
て

ｌ
読
経
・
歌
詠
み
・
サ
ロ
ン
ー

鈴

木

治
美
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第
八
六
・
天
王
寺
別
当
道
命
阿
闇
梨
条
が
噛
欠
と
言
え
、
以
後
僧
伝

を
も
含
む
大
半
の
伝
記
等
で
は
そ
の
持
経
者
と
し
て
の
特
性
ｌ
法
華

礎
涌
の
美
声
・
澁
験
Ｉ
が
標
勝
さ
れ
て
い
る
。
但
し
こ
こ
で
は
道
命

の
他
の
側
面
ｌ
歌
人
・
い
る
好
み
Ｉ
に
満
目
し
た
い
。
以
下
通
命
の

事
瀝
を
五
期
に
分
類
し
た
。
こ
の
各
期
は
道
命
を
め
ぐ
る
各
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
の
興
亡
と
共
に
切
り
換
え
ら
れ
る
。

㈲
天
延
二
（
九
七
四
）
誕
生
Ｉ
水
祢
二
（
九
九
○
）
十
七
才
。
通

命
は
藤
原
道
綱
（
兼
家
二
男
）
の
第
一
男
。
道
命
の
歌
才
は
道
綱
母

（
帖
蛉
日
組
作
者
）
を
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
①
道
命
誕
生
前
後

そ
の
周
辺
は
祖
父
兼
家
（
九
七
八
任
右
大
臣
）
と
良
源
（
九
六
六
座

主
宣
命
）
乃
至
尋
禅
（
兼
家
弟
）
の
関
係
に
集
約
さ
れ
る
。
こ
の
期

１

間
は
良
泌
晩
年
の
大
活
舩
期
で
外
捜
者
兼
家
に
よ
る
繊
川
興
雌
は
顕

著
。
又
艮
源
の
任
大
僧
正
（
九
八
一
）
に
は
女
詮
子
を
円
融
帝
女
御

と
し
て
い
た
兼
家
の
後
楯
が
考
え
ら
れ
る
。
②
さ
て
道
命
の
名
は
尋

禅
の
上
表
に
よ
る
永
柞
二
年
二
月
十
四
日
の
太
政
官
牒
「
応
下
以
二
妙

音
院
一
為
二
御
願
一
補
二
院
司
供
僧
一
併
中
置
年
分
度
者
上
事
：
：
：
（
十
禅

師
）
伝
灯
大
法
師
位
道
命
年
十
七
鵬
三
」
に
始
め
て
現
わ
れ
る
（
妙

青
院
は
横
川
拐
厳
院
別
所
）
。
こ
の
「
脳
三
」
を
得
度
以
後
三
年
と

す
る
な
ら
道
命
の
出
家
は
．
水
延
二
年
（
十
五
才
）
に
当
り
座
主
は
既

に
尋
禅
（
在
職
九
八
五
’
九
）
。
但
し
道
命
を
「
慈
恵
大
僧
正
弟
子

也
」
と
す
る
諸
伝
記
に
従
う
な
ら
艮
源
入
滅
（
九
八
五
、
道
命
十
二

才
）
以
前
と
な
ろ
う
。
兼
家
が
一
条
帝
（
母
后
は
誰
子
）
摂
政
と
な

っ
た
覚
和
二
年
（
道
命
十
三
才
）
に
は
横
川
恵
心
院
は
官
寺
に
昇
格

し
年
分
度
者
を
瞳
か
れ
て
い
る
。
兼
家
の
横
川
へ
の
肩
入
れ
か
ら
考

え
て
道
命
は
良
源
直
系
の
尋
禅
の
許
で
横
川
系
の
度
僧
と
し
て
出
発

し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
官
牒
と
同
月
十
七
日
に
尋
禅

は
入
滅
。
同
年
五
月
八
日
に
兼
家
は
出
家
し
通
隆
（
兼
家
一
男
）
が

関
白
と
な
る
。
十
月
五
日
、
定
子
（
道
隆
女
）
は
一
条
帝
中
宮
と
な

っ
た
。

口
正
勝
二
（
九
九
こ
十
八
才
ｌ
長
保
二
（
一
○
○
○
）
二
七

才
。
相
当
す
る
第
一
ラ
ネ
グ
ル
ー
ブ
は
摂
関
道
隆
と
一
条
帝
中
宮
定

子
を
中
核
と
す
る
。
花
山
帝
退
位
（
在
位
三
年
）
と
一
条
帝
即
位

（
寛
和
二
、
七
才
）
は
兼
家
一
門
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
と
も
見
得

２

る
。
道
隆
の
同
胞
子
息
の
昇
進
ぶ
り
は
目
ざ
ま
し
く
道
綱
も
正
暦
二

年
に
は
参
議
。
①
こ
の
同
年
道
命
（
十
八
才
）
の
内
裏
八
識
（
御
伽

草
子
「
和
泉
式
部
」
）
を
裂
づ
け
る
一
次
資
料
は
な
い
が
一
門
の
栄

(2”）



冠
「

連
か
ら
見
て
あ
り
得
た
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
②
定
子
サ
ロ
ン
へ
の

出
入
り
。
『
枕
草
子
』
三
○
七
段
ほ
か
は
中
宮
定
子
の
女
房
清
少
納

言
の
見
た
道
命
の
酒
脱
な
人
柄
と
後
宮
サ
ロ
ン
に
於
け
る
読
経
（
法

華
）
と
和
歌
と
の
混
交
し
た
受
容
態
度
を
伝
え
る
。
③
山
林
修
行

３

４

（
叡
山
、
熊
野
乃
至
醤
写
山
）
と
法
輪
寺
繊
住
は
今
期
か
ら
第
三
期

に
亙
る
と
思
わ
れ
る
。
就
中
法
輪
寺
で
の
霊
威
ｌ
住
吉
、
松
尾
、
熊

野
権
現
等
の
間
経
讃
歎
等
ｌ
は
持
経
者
道
命
を
栂
成
す
る
ポ
イ
ン
ト

５

で
あ
っ
た
。
即
ち
道
命
は
山
林
乃
至
霊
験
処
で
の
修
行
を
以
て
美
声

の
経
読
み
と
し
て
サ
ロ
ン
に
立
ち
返
り
、
そ
こ
で
更
に
歌
人
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
を
加
え
て
行
っ
た
Ｉ
相
互
連
関
に
よ
る
増
幅
性
ｌ
と
言

え
る
。
か
か
る
道
命
の
在
り
方
は
叙
山
を
本
寺
と
し
な
が
ら
主
要
行

６

動
範
囲
を
そ
こ
に
撒
か
な
い
点
で
も
持
経
者
の
一
類
堀
で
あ
る
。
さ

て
道
隆
没
（
九
九
五
）
後
、
中
関
白
家
の
失
墜
と
道
兼
（
兼
家
三

男
）
の
忠
妬
に
よ
り
道
瞳
（
兼
家
四
男
）
が
関
白
と
な
る
（
九
九

、
、

六
）
・
そ
の
女
形
壬
が
中
寓
と
な
っ
た
長
保
二
年
、
皇
后
定
子
の
崩

に
よ
り
今
期
は
終
る
。

日
長
保
三
（
一
○
○
こ
二
八
才
ｌ
克
弘
八
（
一
○
二
）
三
八

才
。
第
三
グ
ル
ー
プ
ー
関
白
道
長
と
そ
の
室
倫
子
、
一
条
帝
中
宮
彰

子
。
道
長
と
道
綱
は
正
室
の
血
縁
関
係
（
道
綱
室
は
倫
子
の
妹
）
に

よ
っ
て
二
重
に
結
ば
れ
、
こ
れ
が
道
命
を
第
三
グ
ル
ー
プ
へ
移
行
せ

し
め
た
一
要
因
で
あ
っ
た
ろ
う
。
①
寛
弘
元
年
十
二
月
、
三
十
一
才

で
道
命
は
阿
闇
梨
と
な
っ
た
。
同
五
年
に
は
彰
子
に
の
ち
の
後
一
条

帝
挺
生
。
⑳
好
色
道
命
と
姥
女
和
泉
式
部
と
の
関
わ
り
を
伝
え
ら
れ

る
可
能
性
は
、
式
部
が
彰
子
サ
ロ
ン
に
出
仕
し
た
寛
弘
六
年
頃
以
降

に
胚
胎
す
る
。
こ
の
系
統
の
説
話
は
い
ず
れ
も
中
世
以
後
の
成
立
で

（
『
古
事
談
』
が
初
見
）
、
僧
伝
に
は
な
く
又
そ
の
ア
レ
ン
ヂ
の
仕

方
に
道
命
像
庶
民
化
の
過
程
が
う
か
が
え
る
。
③
倫
子
の
女
房
赤
染
Ｊ

衛
門
と
の
関
係
（
後
拾
遺
集
第
三
）
。
こ
れ
ら
女
流
歌
人
（
道
命
と
伽

同
じ
く
中
古
三
十
六
歌
仙
の
成
員
）
と
の
交
情
は
平
安
女
流
文
学
サ

ロ
ン
と
も
い
う
べ
き
後
宮
サ
ロ
ン
の
一
性
質
に
由
因
し
よ
う
。

凹
寛
弘
九
（
一
○
一
二
）
三
九
才
ｌ
寛
仁
四
（
一
○
二
○
）
四
七

才
。
一
条
帝
崩
御
に
よ
り
第
三
期
は
終
っ
た
が
新
帝
三
条
（
母
后
は

兼
家
女
超
子
）
と
中
宮
研
子
（
道
長
二
女
）
は
道
命
の
今
期
の
コ
ネ

と
な
っ
た
（
大
納
言
道
綱
任
中
宮
大
夫
）
。
①
長
和
五
年
正
月
十
八

日
、
四
天
王
寺
別
当
（
第
廿
七
代
）
就
任
（
四
三
才
）
。
但
し
翌
日

に
は
三
条
帝
は
譲
位
し
翌
年
五
月
九
日
崩
御
。
②
三
条
院
追
慕
と
皇



太
后
研
子
（
皇
太
后
大
夫
は
道
綱
）
の
御
所
へ
の
出
入
り
。
『
栄
花

物
語
』
巻
十
三
’
四
に
記
さ
れ
る
道
命
の
三
条
院
へ
の
挽
歌
は
道
命

自
歎
の
世
間
的
失
脚
へ
の
予
兆
と
も
見
え
よ
う
。
逝
命
と
サ
ロ
ン
と

の
関
わ
り
は
好
子
で
止
ま
り
後
一
条
中
宮
威
子
（
道
長
三
女
）
に
は

繋
が
ら
な
か
っ
た
と
見
得
る
。
③
但
し
寛
仁
元
年
の
後
一
条
帝
一
‐
賀

茂
行
幸
御
祈
鯲
十
社
御
誰
経
事
」
に
通
命
は
住
吉
社
分
を
勤
め
た

（
小
右
記
）
。
さ
て
同
三
年
三
月
道
長
は
出
家
し
十
月
に
頼
通
（
道

長
一
男
）
が
関
白
と
な
っ
た
。
④
翌
四
年
三
月
、
入
道
大
相
国
（
通

長
）
の
無
放
存
院
供
養
に
は
堂
達
と
し
て
教
円
と
共
に
斉
会
。
こ
れ

が
道
長
傘
下
の
道
綱
が
道
命
に
与
え
た
最
後
の
後
楯
と
言
え
、
道
綱

は
同
年
十
〃
十
六
日
病
没
。
⑤
従
っ
て
天
王
寺
別
当
退
任
（
同
年
十

二
Ⅱ
）
は
父
逝
綱
の
死
と
関
係
づ
け
ら
れ
よ
う
。

因
寛
仁
五
（
一
○
一
二
）
四
八
才
Ｉ
没
年
（
長
久
二
年
・
六
八
才

以
前
）
・
『
法
華
験
記
』
以
下
の
伝
記
に
見
る
通
命
の
生
前
の
行
状

は
前
期
迄
に
相
当
す
る
。
直
接
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
解
体
に
よ
る
権
力

圏
外
で
道
命
は
龍
居
し
落
塊
の
晩
年
を
送
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
千
載

ｊく７

集
巻
九
等
）
。
但
し
『
法
華
験
記
』
道
命
条
末
尾
（
こ
の
記
述
は
以

、
、
、
．

下
の
僧
伝
に
依
用
さ
れ
逝
命
の
死
後
を
往
生
人
と
し
て
飾
っ
て
い

る
）
か
ら
そ
の
周
辺
に
厭
世
・
浄
土
欣
求
を
基
調
に
慨
く
恐
ら
く
は

文
人
グ
ル
ー
プ
の
介
在
を
予
想
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
又
、
道
命
の
没

年
を
『
法
華
験
記
』
成
立
の
鮫
下
限
た
る
長
久
五
年
（
同
序
、
八
七

条
）
を
遡
る
三
年
（
長
久
二
年
）
以
前
と
す
る
基
本
的
手
掛
り
で
あ

る
。

☆
以
上
の
如
き
道
命
の
周
辺
か
ら
「
後
宮
サ
ロ
ン
を
行
餓
と
し
総

読
み
乃
至
歌
詠
み
を
混
交
し
た
平
安
期
持
経
者
の
一
典
型
」
の
設
定

が
可
能
で
あ
ろ
う
。

註

艸
特
に
永
観
二
年
十
月
の
横
川
薬
師
堂
建
立
供
養
、
同
十
一
月
の
恋
心

院
供
養
（
日
本
紀
略
後
篇
）

③
「
（
花
山
）
天
皇
生
年
十
九
…
向
二
花
山
寺
一
落
飾
入
道
。
蔵
人
左
少

弁
藤
原
道
兼
。
僧
厳
久
。
二
人
随
従
。
出
二
縫
殿
陣
一
・
参
二
元
慶
寺
一
・

即
時
令
下
左
近
少
将
藤
原
道
綱
持
二
神
塑
宝
剣
一
。
献
二
東
宮
（
一
条
）

御
在
所
凝
華
舎
一
上
。
件
三
人
外
他
人
不
二
敢
知
一
ン
之
・
禁
省
事
秘
故

也
。
即
夜
。
右
大
臣
藤
原
兼
家
参
二
入
内
裡
一
。
令
レ
固
二
禁
門
一
」

（
扶
桑
略
記
・
寛
和
二
年
六
月
廿
二
日
条
）

側
『
詞
華
和
歌
集
』
巻
三
『
千
戦
集
』
巻
七
な
ど

い
『
今
昔
物
語
典
』
巻
十
二
・
第
三
六

佃
佃
拙
稿
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
に
見
る
持
経
者
像
（
大
崎
学
報

一
二
二
号
所
収
）

、
「
乃
至
一
期
運
尽
。
遷
二
化
他
界
一
・
麦
有
二
得
意
知
音
人
一
。
億
二
存

生
契
一
。
常
作
二
是
念
一
・
道
命
阿
閣
梨
不
レ
審
二
生
所
一
。
依
二
妙
法
力
一
・

得
し
生
二
浄
土
一
欺
・
若
知
二
我
心
一
可
し
有
二
夢
告
》
・
両
三
年
間
。
常
念
三

此
事
一
。
時
此
人
夢
…
…
」
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